
平成２９年度 大束小学校関係者評価書 
 

 
 

評価 

項目 
評価指標 具体的目標 学校の自己評価コメント 

自己評価 学校関係者評価委員 

学校別 総合 評価 コメント 

知
に
関
す
る
内
容 

◆ 「読み」「書

き」「計算」

「話すこと」

の到達目標

を基に、基

礎学力の向

上を図る。 

○ 国語の教材文

（指定した範囲）

を、暗記して読む

ことができる児童９

０％以上を目指

す。 

大
束
小 

★平均８２％ 

○ 今年度は、朝の時間の活動

を音読に絞って取り組んでき

た。暗記することを通して、

すらすら読める児童が増えて

きた。 

○ 達成率が９０％以上になる

ように、左記の手立てを継続

し、現状からの基礎学力の向

上を目指したい。 

３   

・暗記を通して読むこと

ができることは、素晴

らしい取組だと思いま

す。 

○ マス計算（各学

年に応じた内容・

量）を時間以内に

正確にできる児童

１００％を目指す。 

★平均７８．２％ 

○ 授業の中に、計算プリント

の学習を位置付けて取り組ん

できた。速く、正確に計算で

きる児童の割合が、依然とし

て８割の現状である。全ての

計算の基礎となるので、今後

も継続していきたい。 

２ ３ ３ 

 

○ 学年の目標冊

数を読書する児童

１００％を目指す。 

★平均８８％ 

○ 本年度から、学期ごとに目

標冊数を設定した。その成果

もあり、昨年度を上回る読書

量であるが、個人差は解消さ

れていない。次年度は、空い

た時間に学級で図書室を利用

することで、さらに読書を増

やしていきたい。 

３   

・読むことに楽しみをも

つ児童が多くなること

を願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４段階評価  「４」～期待以上 「３」～ほぼ期待どおり 「２」～やや期待を下回る 「１」～改善を要する 



 

評価 

項目 
評価指標 具体的目標 学校の自己評価コメント 

自己評価 学校関係者評価委員 

学校別 総合 評価 コメント 

徳
に
関
す
る
内
容 

◆ 基本的な

生活習慣や

社会的マナ

ー･エチケッ

トを身に付

けた子ども

の育成を図

る。 

○ 廊下の右側を静

かに歩くことがで

きる児童８０％以

上を目指す。 

大
束
小 

★平均６４．２％ 

○ １学期は４４．５％だった

ので、ずいぶんと落ち着いた

廊下歩行も見られるようにな

った。その一方で、学級の様

子が廊下歩行に影響して、廊

下を走る児童が多い学年もあ

った。生徒指導主事を中心と

しながら、教師自身が積極的

に指導していく体制を作って

いく必要がある。 

２   

 

○ 無言清掃が徹底

してできる児童８

０％以上を目指

す。 

★平均８７．３％ 

○ 目標は達成したが、もっと

落ち着いて取り組む必要があ

る。また、清掃場所により、

無言清掃に差がある。校内放

送による意識付けも行ってき

たが、もっと回数を増やし、

無言清掃の意識付けを図って

いく必要がある。 

３ ３ ３ 

・無言清掃は、よくでき

ていると感じました。指

導が行き届いていると

思います。 

○ よりより人間関

係づくりができる

児童８０％以上を

目指す。 

・  友達を「くん」「さ

ん」で呼ぶ 

・  乱暴な言葉や人

が嫌がる言葉を

言わない。 

★平均７９％ 

○ 「くん」「さん」で呼ぶこ

とについては、再三現場指導を

するが、呼び捨てが定着した雰

囲気も一部にあり、全体的に改

善することが難しい現状であ

る。 

○ 人間関係については、学年

間で差が大きい。学級で諸問

題が発生すると、それに合わ

せて言葉づかいも乱れてく

る。そこで、言葉づかいの改

善を通して、学級の諸問題解

決につなげていきたい。 

２   

・言葉づかいは、地域

性もあり、難しいと思

います。 

 

 

 

 

 

 



 

 

評価 

項目 
評価指標 具体的目標 学校の自己評価コメント 

自己評価 学校関係者評価委員 

学校別 総合 評価 コメント 

体
に
関
す
る
内
容 

◆ 体力向上プ

ランに基づ

き、年間を通

して主体的に

体力を向上さ

せようとする

態度の育成

を図る。 

○ 上体起こし（体幹

を鍛える運動）の

県平均を上回る

児童８０％以上を

目指す。 

大
束
小 

★平均６０％ 

○ 朝の時間の体幹を鍛える運

動を継続しているが、目標の

８０％には及ばなかった。全

体として、向上はしているの

で、今後は、目標数値を見直

すとともに、この取り組みを

継続していきたい。 

２ ３ ３ 

・今後のさらなる向上を

期待しています。 

 

 

評価 

項目 
評価指標 具体的目標 学校の自己評価コメント 

自己評価 学校関係者評価委員 

学校別 総合 評価 コメント 

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
関
す
る
内
容 

◆ 家庭や地

域と連携し

て、「早寝・早

起き･朝ご飯」

「弁当の日」

等の運動を

通して、子ど

も達の健全

育成に努め 

る。 

○ ８時間以上睡眠

時間を確保する

児童８０％以上を

目指す。 

 

 

大
束
小 
★平均８５．７％ 

○ 睡眠時間については、概ね

満足のいく結果であった。保

健について、外部講師を招い

た指導が、食育に偏りがちで

あったので、生活習慣につい

ての指導も検討していきた

い。 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

○ むし歯を治療

する児童７５％以

上を目指す。 

★６６％（１月現在） 

○ 養護助教諭による歯みがき

指導や、個別の治療勧告も行

ったが、７５％に及ばなかっ

た。保護者への啓発の難しさ

を実感しているが、根気強く

治療の大切さを訴えていきた

い。 

２   

・昔から指摘されてい

ました。保護者の意識

改革が必要ですね。 

 


